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旬 

昨年度一年間、山形、米沢間の新幹線通勤では、

様々な経験をさせていただきました。その中の一つ。

新幹線に乗ると、前席の背面に取り付けられている

アミアミの小物入れに、「トランヴェール」という月

刊誌が備え付けてあるのをご存知でしょうか。実は

あの冊子、「ご自由にお持ち帰りください」なのです

よ。それを良い事に、実は私、毎月こまめに回収さ

せていただき、仕事の合間に、結構隅々まで拝読さ

せていただきました。中でもお気に入りは、山形市

在住の作家、柚月裕子氏のエッセイ「旅のまにまに」

です。先生が折に触れて感じてこられた旅（人生観

を含めた広い意味で）の風景を切り取られて、思い

を綴った文章に、毎回感心させられておりました。 

実は先日、久しぶりに山形新幹線に乗りました。

しかも新型 E8 系。するとあいかわらず「トランヴェ

ール」はそこにありまして、あいかわらず「ご自由

にお持ち帰りください」のまま、しかも柚木氏のエ

ッセイもそのまま継続されておりました。もちろん

拝読させていただきました。６月号でのタイトルは

「旬の旅」。ざっと内容をかいつまんでお話すると、

古稀を迎えられて、ハワイ旅行に行かれたご友人と

の会話。そのご友人は、若い頃の憧れだったハワイ

に行ってこられたとか。かつては、日本の景気が右

肩上がりで、海外旅行ブーム。友人の多くが、ウキ

ウキとハワイに行っていたとき、ご自分は金銭的な

余裕がなく、指をくわえてみていたとか。ようやく

今、介護もおわり、金銭的にも時間的にも余裕がで

きたので、憧れだったハワイへ行ってこられたのだ

とか。しかしどうも想像していたほど嬉しそうでは

ない。なぜなら、当時思いえがいていた憧れ、ゴム

ボートに乗って高速船に引っ張ってもらうバンパー

チューブもジェットスキーも、もはや体力的に無理

だったし、食べ物の好みも変わっているしと、一言

で 言 え ば

「旬じゃな

かったな」

と思えたの

だとか。け

れどそのご

友人は、尾

瀬に行く計

画を立てて

いるとか。なぜ尾瀬なのか。今の自分の体力、お金、

好きな事を考えたとき、尾瀬がまさに「旬」だから

だそうです。今を逃したら、きっとそれも「旬」で

はなくなってしまう。 

人それぞれ、今でなければ体験できないこと、経

験できないことがあって、今の自分にあった「旬」

を大切に行動することは、豊かな人生を形成する意

味において、大切な決断だと思うのです。旅行だけ

ではありません。勉強や習い事においても同じこと

がいえるのではないでしょうか。英語習いたい、ピ

アノ始めたい、留学したい、ボランティアに行きた

い、そう思ったらはじめてみましょう。楽しかった

ら続くし、新しい目標も見えてくることでしょう。

年齢は関係ないと思いますよ。「暇になったら」なん

て思っているうちは、その人にとって「旬」ではな

いし、どうせ続かないでしょう。「失敗してもやって

みなけりゃわからない」ぐらいの気持ちで、自分の

「旬」を信じて、いどんでみてはいかがでしょうか。 
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青花紙         つゆ草 

NHK の番組「イッピン」を見ていたら出てきました。

「水溶性不織布」溶ける布。何でできているのかと

いうと、ポリビニルアルコール（PVA）。スライムの

原料と言った方が分かりやすいでしょうか。高校の

授業では、冗談交じりに、「この化合物で作った布で

水着作ったら大変なことになるよね。」などと話して

いたら、水着じゃないけど本当に有ったんだね。こ

の製品、何に使うのかというと、刺繍のフェルトが

わりに使います。刺繍ができた後、お湯にしばらく

浸すと、あら不思議、溶けてしまうので、刺繍だけ

が残るというわけです。この性質を利用して、レー

スのような風合いのアクセサリーを作ったりしてい

ます。 

もう一つ昔から有名なのは、友禅染めで利用され

てきた「青花紙」があります。つゆ草で作った染料

ですが、水洗いで消える特徴を持っているため、布

地に下絵を描くのに打って付けの染料です。 
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